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調性と機能和声からの解放について
― シェーンベルクの3作品 (作品4・5。7)を 例にとつて一

荒 尾 岳 児

The Emancipation frOm Tonality and Functional Harmony

一 Three Works by Arnold Schoenberg,Opp. 4, 5 and 7
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この小論では、アルノルト0シェーンベルクArn01d Schocnberg(1874_1951)の初期作品の和声的技法につ

いて述べる。

シェーンベルクは、それまでの西洋音楽が依拠していた調性 tonalityを放棄して、無調のatonal音楽を創始

し1、その末に、無調の音にある
一定の秩序を与えるために十二音技法 dodecaphonismと呼ばれる作曲法を考

案したも以降、彼自身と、彼の弟子であるベルクAlban Berg(1885_1935)やヴェ
ーベルンAnton Webern

(1883‐1945)らの活動によってこの技法は
一世を風靡し、20世紀の作曲の潮流の開始点となった。

彼に続く世代の人達の議論の出発点は殆ど常に十二音技法であったが、それに先立って彼が越えた
ハードル、

即ち調性からの解放の方が、それ以前の音楽からすれば本質的な跳躍であったはずである。本稿では、彼が調

性を放棄する直前の創作にスポットを当てて、彼がいかにしてそれを実現したのかを今
一度追ってみたい。ま

たそれに先立って、その跳躍がそれまでの音楽にとつていかなる変化を強いられるものなのかについて確認し

ておこう。

これまでにも彼の音楽については幾多の研究がなされてきたが、音楽史的ないし伝記学的なものや、楽曲分

析に関しても動機の操作の観察に終始するものが殆どで、和声学上の本質的な疑間に答えてくれるものはあま

りないのが実情である。そこで著者なりの視点で、まずは楽譜に向き合うことから始めようと思ったのが、本

稿執筆の直接の理由である。

第 1章  シ ェーンベルク以前の作曲家における調性

1.1 調 性と機能和声

1.1.1 調 性、機能和声、カデンツ

シェーンベルクが無調の音楽を創始した作曲家の
一人である、というとき、この 「無調」とはどうい

うものであるかを今一度確認しておく必要がある。無調とは調性が無い状態のことであるが、この 「調

性」がそもそも場合によってまちまちに定義される概念であるので、シェ
ーンバルクの創作の特質を見

るためにも、まずここで問題にすべき 「調性」の範疇を画定しておこう。

ニューグローヴ世界音楽大事典から、カール・ダ
ールハウスによる 「調性」の項の記述を追ってみよ

う。この項は4ペ ージにまたがる大きなものなので、ここでは定義の部分から必要最小限の記述を抜粋

する。

「(a)最 も広義の 「tonal」という言葉は、(リズムや強弱法の現象とは別個のものとして)諸 音の音
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Schoenberg: ibd.
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Schoenbere: ibd.

Schoenberg: ibd.






